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撮影:高橋まゆみ

越劇場(日本橋三越本店本館6階〉

10月31日(土)
午後3時開演(開場は30分前〉

ご
予
約
・
お
問
合
せ

料金: e,000円(全席指定・税込)

企画制作:いちまるよんhttp:〃www.okuyamalO4.com/

前売開始8月3目(月)正午一

三越劇場 0120-03-9354 (正午一午後6時)

http:〃mitsukoshi.mistore.jp/bunka∧heater/

*前売初日はお電話・インターネット予約のみ

イープラスhttp:〃6p[us.jp/ (パソコン・スマホ〉

M漢丁与UくO与H音
三越劇場議豊楽器憲

〒1脚・帥1東東部中央区日本物萱町子4-1



おくやま∴∴∴まきこ

奥山眞佳子
◎物語

相思相愛の両親のもとに誕生した主人公・お町だが、

生まれて3か月日に母親は出奔。それが貧しさ故と知った

父親は、金の亡者となって莫大な財産を残す。

お町は、父親が資金をつぎ込んで政治家にさせた恭助

(入り婿)の妻となり、豪邸で自由気ままな豊かな生活。

だが、自分の存在が肯定できず不安や怯えにさいなまれ

てらた。そんな時、夫・恭助が妾を囲っていることを知る。

そして・・…・

◎原作者

(山梨県甲府市出身。文教大学文芸科卒)

http://www.okuyama l O4.com/

黙読では得がたい樋口一葉小説を生演奏との共演

で表現する「ひとり芝居」 29年

山梨ことば指導;NHK 【夢みる葡萄】 【花子とアン】

【とと姉ちゃん】他

NHK視点論点で語る: 【一葉さんと私】 【⊂ぴっと

しちやあ-ドラマ言葉(奥山命名)の探題-】

日本女性参政権獲得の脚本形式歴史書〈権利の

上に眠るをへ普選、好運、そして18歳へ〉執筆

日本新劇俳優協会会員、市川房枝記念会女性と

政治センター維持員、山梨県人会連合会文化ス

ポーツ委員、やまなし三女桑の会特別講師

*受賞:御園座社長演技貨/横浜SAAC細うで繁盛記賞/第33目前国見文化債他

蓑童需霊蓄器言蒜小器嵩めよろしか砧と当時の考え方に従い進学できず小学校高等科卒。そ。後、
萩の合で古典の教養を身に付け19歳で処女作噛櫻」脱稿。近代の女性作家第一号の名声を得て、 1896 (明治29)年11月23日

24歳で生涯を閉じる。 19う0年郵便切手の肖像に、 2004年五千円紙幣の肖像と,なる。

◎箪奏者

ないとう∴みちよ

内藤眞代
(福井県出身)

挙へkoto ganpy一内藤眞代

幼少の頃より、アララギ楽苑渡辺悠子氏に

手ほどきを受ける。

舞う回全国高校邦楽コンクール第1位受賞。

福井県文化協議会新人賞受賞。

NHK邦楽技能者育成会第46期卒業後、

隼田以外のジャンルにも参加。

現在、大久保スタジオM・小二田茂幸氏

作品を中心に活動中。

◎打楽器奏者

栗木健
(名古屋出身)

http://ku「l kiken.com

横浜在住の打楽器奏者。仙波清彦に師事。

芝居やドラマ等の楽曲製作も多い。

世の中に存在する音からまだ無い音、音楽から

効果音まで音に関わる車をら何にでも興味の

ある求道者。多くの仏具集客を所有しており、

その量は自称世界一。

「TheScreenTones」 「仮想定規」 「阿佐ヶ谷

姉妹ニュードアーズ」のメンバー。
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